
山本和平名誉教授著作目録

　　　　　論文

Jo咀thansw肚一その狂気について（学士論文）　　　　　　　　　　　’56年

FieldingandSomeAsp㏄tsofModemNovels（修士論文）　　　　　　　’59年

乃刎ノo伽の一面（r金沢大学法文学部諭集　文学篇』N0．7）　　　　　　　159年

十八世紀小説とリアリズム（地舳α伽肋8〃∫免∫”丑閑No－6）　　　　　　　I60年

Goldsmithの思想と方法一丁加D膚w肋〃’昭・（r傘沢大学法文学部論集

　文学編』No．9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’62年

Goldsmithの思想と方法一〃θ肋〃o∫吻加卿〃（Cγ｛〃6らNo・5）　　　　I62年

The　Vicar　of　Wakefield＿An　Interpret凪tion（H伽1舳b伽〃∫o〃榊1o∫ノ〃5

　昼∫伽舳5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’64年
〃肋舳α舳序論（『一橋犬学人文科学研究』No，6）　　　　　　　　　　’64年

〃肋榊〃励小論一ガース的倫理について（r言語文化』No．1）　　　　　　I64年

I．A．Richa・dsその他（r一橘諭叢』Vol．53，No．4）　　　　　　　　　’65年4月

r二つの文化」論争（r一橋論叢』VO1・56，No・1）　　　　　　　　　　　’66年7月

金子光晴私論（r一橘論叢』VOl・57，No・2）　　　　　　　　　　　　　I67年2月

椰子の実一詩と科学（r一橋論叢』Vo1・61，N・・2）　　　　　　　　　’69年2月

ThOmas肋rdyの短綱小説（r20世紀英米文学案内一ハーディ』所収）　’69年3月

スウィフトと逆ユートビア（r海』昭和45年8月号）　　　　　　　　　70年

r鹿村』考補遺（r言語文化』N0．11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　I74年

ホロコーストと文学的想像カ（r一橋論叢』Vo1・83，N0・2）　　　　　　　　’80年

r疫病年記』おぽえがき（r一橋論叢』VOl．88，No．6）　　　　　　　　　　　’82年

翻訳と解釈一rロビンソン・クルソー』の場合（一橋大学社会科学古典資料

　センター年報N0．6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’86年

　　　　　評論

中原中也論（『創造』N0．1）　　　　　　　　　　　　　　　　　’57年

金子光晴論（『創造』No．3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I58年

　　　　　書評

吉本隆明『拝情の論理』（『文学』VOl．27，No．12）　　　　　　　　　　　　　I59年
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内多毅『ジョナサン・ワイルドにおける風刺の研究』（『英文学研究』Vo1．39，

　No．2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I63年

MacDona1d　Em昌1ie：G〃舳舳＿肋〃oグ肋加伽4（『一橋論叢』Vol．52，N0，3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I64年

一C・Day　L・wi・：τ加Pωガ∫吻ツo∫舳ω’召♂8ε（r言語文化』No．2）　　　　　I65年

丁・S・エリオソトr詩の効用と批評の効用」（紹介）（r無隈』N0．19）　　’65年11月

Raymond　W・n・ams：τ加L0昭肋o1刎｛0〃（『一橋論叢』Vo1．55，No．5）　　’66年

マノレカム・ラウリー『活火山の下』加納秀夫訳（r英語背年』Vo1，112，No．10）I66年

中野好夫『スウィフト考』（r英文学研究』Vo1－46，No．2）　　　　　　　　　I70年

Raymond　Wi1liams：丁加Co舳仰α〃〃加α〃（r英文学研究』Vo1．52，

　Nos－1－2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ア5年
プリモ・レーヴィ『アウシュヴィッッは終らない』竹山博英訳

　（『朝日ジャーナノレ』Vol．22No．11）　　　　　　　　　　　　　　　　’80年4月

山川鴻三rモームの二つの世界』（『英語曹年』Vol．126，No．5）　　　　　I80年8月

Martin　Gre㎝：D閉刎0∫メ伽刎榊，D棚80∫E仰〃ε（『言語文化』No．19）　I82年

　　　　　翻訳

T・S・エリオットr古典とはなにか」（抄訳）（r日本文学』昭和31年8月号）　I56年

ロレンス・ダレル「T．S一エリオット『荒地』論」（『詩単』VOl．20，N0．2ジ65年2月

T．S一エリオヅトr完全な批評家」（r現代イギリス詩論大系』所収）

スウィフト『書物合戦・ドレイビア書簡』（現代思潮社）

ヴァン・デル・ポスト『狩猟民の心』（山口編『未開と文明』平凡社）

ガーソン・ケーニン『モームの想い出』（窟山房）

アーノルド・ケトル『イギリス小説序説』（共訳）（研究社）

ダニエル・デフォー『目ピンソン・クルーソー』（講談社）

ダニエル・デフォー『ロクサーナ』（集英祉）

R・ウィリァムズ『困舎と都会』（共訳）（晶文社）

　　　　　対談

井伏鱒二『黒い雨』を読む一対話者，一橋大学名誉教授石困忠

　（rT橋論叢』Vol．94，No・6）

’65年4月

　　’68年

　　’69年

　　170年

　　’74年

　　I78年

　　’81年

　　I85年

I85年
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　所謂「活字離れ」と文化の「サプ・カル

チヤー」化，さらには学閉の「細分化」が

揃摘され始めて既に久しい．沽版沽字印柵1

の施された紙面を前に，孤独な読、浄が各人

の想像カによって独白の世界を刎り上げる

という行為は，いまや「無形文化財」の範

鴫に入りつつある．スクリーンやプラウン

管の映像は，両耳から忍ぴこむ妙なる音色

と舐音の助けを借りて万人を「誰釈帥」に

変える．何百年も肺に地球の班側で苫かれ

た作家の生原稿は，空輸されたマイクロフ

ィノレムによって眼前に現れ，コンビュータ

ーのキーは，不老不死の薬を入手してさえ

なお読了できない資料の存在を教える．学

者の生涯は，「ヒカリゴケ」を眺め暮して

終るほどのもので，南方熊楠のごとく，雪

隠の粘菌の採集にまでは手が回らぬ．何を

いまさら「知の全体性」を言い「人と学問」

を説き，「詩のありか」を尋ねる必要があ

るか一一r

　今年3月に本学を退官され，名誉教授に

なられた山本和平先生は，早晩私たちを見

舞う運命にあった如上の問魍を，御自分の

学問の出発点とされた方である．1956年

のr学士論文」はすでにスウィ7トのr狂

気」に照雌を定めた・『ガリヴァー旅行記二

のヤフーの件りを読めぱ，200年後に非条

理の文学を坐んだ人閉と杜会の和が，この

作家の脳裡を掠め去ったことが了解できる．

その異様な梢神の働きが「狂気」であるな

ら，当今の私たちとその時代は現にもう

「狂ってしまった」のであろが，ゴールド

スミスは，その狂気の端初がイギリスの辺

土に浸透する様を見つめた．時は下り，

　ミドルマーチ．1のfl1省が，孤鳥にも似た

狭い共同休を描きながらf可を回復しようと

していたかを，先生の畑膿は見落すことが

なかった。C・P・スノーの「二つの文化一

論争は，これもまた当然のごとく先生の眼

にとまったが，ヒロシマを知る弘たちにと

って，それは生ぬるい浮’阯風呂談義でしか

なかった．やがて先生が「ホロコースト」

を論じ，あるか無きかの人の想像カにすが

り被爆者体験に近づこうとされる本学名誉

教授石田忠先生と『黒い雨』を語らねぱな

らなかった所以である．しかしそういう着

眼も，それのみでは文学研究者としては未

しいのである．先生の面員は，書き手の姿

かたちと心映えが，その所諭の随所に文車

のすがたとして示されたところにある．な

かにも『ロピンソン・クルーソー」の翻訳

と巻末の解説は，日本語の由緒正しい伝統

に新しい一圏、吹を吹き込んだ稀有な名著であ

る．そこには，私たちが日々棚上げにし，

従ってまた何ほどの解決をも見なかった問

魍に執鋤に拘泥し続けた，外国文学研究者

の半生の記念碑が立っている．まこと得が

たきは，　自Uを偽ることない真正直なノ㌧な

のである．

　　　　　　　　　　　　（井上義夫）
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